
 

 

 

 

 

 

 

成長の２月 

校長  濱辺 清 

 

積雪から夏日までと、例年にないほど気候の変化が激しい２月でした。遅くなりましたが、第 2回となる文化的

行事「大
おお

瑠
る

璃
り

祭
さい

」に多くの保護者の皆様が御来場くださり、誠にありがとうございました。いよいよ来年度は、３学

年そろっての行事となることを想像すると、今からとても“わくわく”します。 

さて、４年に１度開催される冬季オリンピックが、イタリアのミラノとコルティナ・ダンペッツォで開催されました。厳

しい練習を自身に課し、目標とする記録や成績を残すために臨んだオリンピックにて、メダルを獲得した選手もいれ

ば、思う存分のパフォーマンスができず悔し涙を流す選手もいました。ほんのわずかの差による勝負の厳しさを感じ

させられました。次回２０３０年、フランス・アルプスでの大会が非常に楽しみです。 

また、２月１４日（土）には、東京アビリンピック（東京都障害者技能競技大会）が開催され、ビルクリーニング部

門に、本校生徒も出場しました。多くの社会人も出場する中、日頃の練習の成果を発揮していました。 

両大会を通じて感じたことは、他者と競い合っているようで、実は、自分の課題に向かい、自身の課題に向かって

一生懸命に取り組み、昨日よりも今日の自分が成長したか問うことの方が重要であるということです。 

さあ、今年度も残りわずかとなりました。一年間の学習の総まとめの時期です。生徒一人一人が安心して学校生

活を送れるよう、引き続き努めてまいります。今後とも、教育活動への御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 
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第 24回東京アビリンピック 努力賞受賞 

  第 24回東京アビリンピック（ビルクリーニング部門）」に本校生徒が出場し、「努力賞」を受賞しました。 

  本大会は、令和 8年 2月１４日（土）、小平にある東京障害者職業能力開発校にて開催されました。アビリン

ピックとは、正式名称を「障害者技能競技大会」といい、「障害者が日ごろ培った技能を互いに競い合うことによ

り、その職業能力の向上を図るとともに、企業や社会一般の人々が障害者雇用に対する理解と認識を深め、その

雇用の促進を図ること（主催者資料より）」を目的とした大会です。 

  今回はビルクリーニング部門全１６名の出場者の内、特別支援学校に在学中の出場者は３名だけでした。１３

名の出場者は、実際に企業で働き、その業務に毎日従事している方です。 本大会で金賞を受賞すると全国大会

出場権を獲得し、さらに全国大会で金賞を受賞すると国際大会出場へと続きます。そのような本格的な大会に本

校 1年生が出場し、日ごろの学習成果を発揮したところ、「努力賞」に輝きました。 

  出場した生徒も、他の生徒も、専門教科、作業学習での今後の成長を期待せずにはいられません。 

 

 

 

第 24回東京アビリンピック ビルクリーニング部門 努力賞 

職能開発科 1年 宮本 優柚樹 

 

 

 

 

 ※「東京アビリンピック」と検索すると、主催団体「独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構」のホームペー

ジから、大会結果入賞者を閲覧することができます。 

 

 


